



























































２ Lung protective strategy
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胞を開放させる。特に lower inflection point＋２






３ High-frequency oscillatory ventilation（HFOV）
新しい人工呼吸方法として期待されている。しか
し現時点でははっきりとしたエビデンスはない。
４ Noninvasive positive pressure ventilation（NPPV）
ALI/ARDSに対しNPPVの効果を検討したRCT
はなく，特定の病状に適応となるだけである。
５ 薬物療法
単独で有効性が認められた薬剤はない。肺以外の
臓器不全の存在が予後を決定するのに重要であり，
治療は肺のみならず厳重な全身管理が必要である。
エラスポールも同様で呼吸不全が生じ始めた時，
敗血症などで呼吸不全への進行が予測される場合に
早期に使用を開始することが，ARDS への進行を
阻止し，多臓器不全への進展を防ぎ，生命予後の改
善を期待させる。
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